
履歴書           年   月   日現在 

ふりがな                                     いまい あや 

氏  名 

今井 彩 
出身地 

岐阜県下呂市 

年齢 

  （満  36 歳） 

※ 

男 ・ 女 

参加した NICEボランティア 分野 

①中国②二風谷③高根④その他週末 ①世界遺産修理②アイヌ文化保護③村お

こし④海がめ保護等 
満足度 

場所  

（国・市町村まで記入） 

①中国山東省泰山市②北海道平取町 二風谷 ③岐阜県高山市

高根町(旧･大野郡高根村)④浜松他 
80％ 

受け入れ団体  
①中国政府団体?②NPO ﾁｺﾛﾅｲ③旧･高根役場④NPO ｻﾝｸﾁｭ

ｱﾘ等 

活動のやりがい度 

90％ 

 

年齢 経歴 

19 歳 浜松･海ｶﾞﾒ保護の週末ﾌﾟﾚﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟに参加｡この時の７名でﾅｲﾁｭｳ(中部 NICE)を立上げる 

20 歳 ﾅｲﾁｭｳﾘｰﾀﾞｰとして卒業まで年 8～10回ﾍﾟｰｽで浜松週末ﾜｰｸ｡ﾌﾟﾚｽ発送で､しばしば新宿ｵﾌｨｽへ 

 中国ﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟに参加｡CCIVS･NVDAのﾒﾝﾊﾞｰと一緒に､世界遺産寺修復｡ 

 二風谷ﾜｰｸに参加｡ﾜｰｸでの合言葉は｢Drink or Die?(呑むか死ぬか)…Cheers!｣ 

21 歳 二風谷ﾜｰｸに再び参加｡男性人が釣ってきた鯉をさばいてｱﾗｲにして振る舞い､喜ばれる｡ 

22 歳 高根ﾜｰｸﾘｰﾀﾞｰ｡ﾜｰｸをやるかどうか村役場での会議から参加｡この後毎年通い､早 14年目｡ 

23 歳 中国･青島市で日本語教師 

25 歳 国内の大学留学生ｾﾝﾀｰで専任日本語講師 

28 歳 大阪の日本語学校新規設立｡教務主任兼事務局長 

31 歳 皆に｢似合わない｣と言われながらも､名古屋で普通の OL生活をｽﾀｰﾄ｡ 

33 歳 高根冬ﾜｰｸに社会人部分参加｡若者のｴｷｽを注入してもらう｡ 

趣味・特技 ｲﾝﾄﾞ舞踊の首の動き｡黒眼リレー｡マリオのジャンプ音｡料理｡ 

座右の銘 ～人に優しく、地球に優しく、いつも笑顔で～ 

参加までの旅行経験・ボランティア経験 

週末ワークに参加するまで、飛騨の田舎から出る事なし。 

記入上の注意 １：鉛筆以外の黒または青の筆記具で記入。２：数字はアラビア数字で、文字はくずさず正確に書く。 

こんなボランティアでした 

① 中国初主催!CCIVS､NVDAの代表･職員らが参加｡世界遺産･霊巌寺修理､ｸﾞﾘｰﾆﾝｸﾞ･ｱｼﾞｱ発表会 

② ｱｲﾇの文化と緑を守るﾁｺﾛﾅｲの貝澤氏(ｱｲﾇ民族)と､寄付金で買い取った山林の伐採･回復活動 

③ 火祭り準備･撤去･NICE ﾌﾞｰｽ運営､独居老人宅での薪割り､社協ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰでの介護補助､草取り 

④ ｻﾝｸﾁｭｱﾘの活動に参加し､海がめ保護､ｺﾛﾆｰ修復等｡その他､大宮､日の出､富士宮…とにかく多数! 

 
 

写真を貼る位置 
 

    
     

  
  
  



３：※印のところは、該当するものを○で囲む。 

 

※成長ダイアグラム（５＝とても得るものがあった・良くなった。４＝まあまあ得るものがあった・良くなった。３＝前と変わらなかった。影響なし。２＝前よりもや

や劣るようになった・悪くなった。１＝前よりもずっと劣るようになった・悪くなった。） 

志望動機 

大学 ESS ｻｰｸﾙの友人が大学 1年の夏にﾈﾊﾟｰﾙのﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟに参加｡帰国して第一声が｢絶対アヤが好きなやつだ 

よ!｣｡その言葉にひきずられて浜松週末ﾌﾟﾚｷｬﾝﾌﾟに参加したのが最初｡“楽しい･元気がもらえる･自分でも 

役に立てる”という印象が強く､さらにｲﾝﾄﾞ旅行をした&大学で中国語を少し勉強したのがｷｯｶｹでｱｼﾞｱに興 

味を持ち､思いつきで中国のﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟに参加申込｡ 

 

行くまでに心配だったこと（どう乗り越えたか） 

現地集合･現地解散｡本当にたどり着けるんだろうか…っていう不安と､英会話ですごせるのかという不安｡ 

ｱｼﾞｱは殆どそうだけど､中国も電車時刻表はあってないような物。この電車に乗ってこの時間にと言われて 

もねぇ…;とりあえず待ち合わせしたﾎﾃﾙで一緒に参加した日本人と会えた時はﾎｯとした(笑)｡まぁ､行って 

しまえば何とかなるってこと｡ｷｬﾝﾌﾟ中も英語と中国語ｺﾞﾁｬ混ぜだったけど､何とかなったし(笑)｡ 

 

家族・友人・学校・職場の反応（私はこうやって説得した！） 

家族･友人は特に何の反応もなく｢いってらっしゃ～い/あ､お帰り～｣って｡もともと自分勝手でﾏｲﾍﾟｰｽな性 

格なので､“好きなことしたらイイ”ってほっとかれてる｡社会人になってから１週間部分参加した時は､さ 

すがに同僚や上司を説得するのが大変だったけど､ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ休暇ないんですか?ぐらいの勢いで説得｡ 

 

ワークキャンプとその後の人生（進路決定、参加経験が役立っていること等） 

海外が身近に感じ､外へ出て行こうという気持ちが強くなり､海外で就職するｷｯｶｹになった｡おかげで､世界 

は広いということ､色々な人がいるということを理解し､視野が広くなった｡中国で就職できたのも､ﾜｰｸｷｬﾝ 

ﾌﾟのおかげかな｡偶然ではあるけど､就業地はｷｬﾝﾌﾟと同じ山東省だったし｡ﾜｰｸに参加できた経験､未熟なが 

らﾘｰﾀﾞｰを経験できたこと､中部 NICE立上げに関われた事､昔のこと過ぎて｢あれって本当に私がやったのか 

な?｣って夢の中の出来事のように感じるけど､ありがたい事に､参加した全てのｷｬﾝﾌﾟ毎に親友と呼べる友 

人ができ､今も繋がってる｡この年になると人との繋がりが何よりも貴重な宝物だって本当に感じるので( 

笑)､それが一番､参加して自分の人生に影響を与えた事かも｡ 

 

成長ダイアグラム ※ これから参加を考えている人へ、熱いメッセージを♪ 

 

「何かしたい。でも何がしたいのか・何ができるのか

分からない」そういう時はいくら考えてもしょうがな

い｡だったら､とりあえず一歩進んでみましょう｡その

一歩としてﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟは本当にお勧め｡色んな人に出会

い色んな考えを知り､ｷｬﾝﾌﾟ生活の中で自分の得意な

こと苦手なこと直さなければいけないことも見えて

くる｡それから､次の一歩を考えてみましょう｡何かし

ら､きっと道筋が見えてきますよ☆ 

 

 １）実務的

な知識・ス

 

４）進路・目標 

５）社会への考

えや価値観 

２）人・社会と

やっていく力 
６）その後の人

生に活きた人脈 

３）自分でやっ

ていける力 

1 
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4 
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